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─自転車競技ロードレースに着目したトークイベントを事例として─

Results of and issues with collaborative projects between  
universities and local governments prompted by  

the Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games： 
A case study of talks and exibition focusing on road cycling races

増本　達哉*，青柳　秀幸**，田原　淳子*

Tatsuya  MASUMOTO,  Hideyuki  AOYAGI  and  Junko  TAHARA

Abstract

　The purpose of this study was to ascertain the results of and issues with talks and 
exibition organized by Kokushikan University and the City of Tama and approved 
by the Tokyo Organising Committee of the Olympic and Paralympic Games. The 
content of those talks, exibition and an analysis of a survey of attendees revealed the 
following findings.
　97％ of the survey respondents answered “I was very satisfied” or “I was 
satisfied” with the talks. In addition, 94.2% of the respondents answered that their 
attendance greatly increased their understanding of road cycling races. Accordingly, 
the talks were able to greatly contribute to attendees’ demands and expectations by 
conveying the appeal and enjoyment of road cycling races and the highlights of the 
course in the City of Tama. In addition, all of the attendees expressed interest in at 
least one of the items on exhibit.
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１．緒　言

第 32 回オリンピック競技大会（2020 ／東京）
及び東京 2020 パラリンピック競技大会（以下、

「東京2020大会」と略す）の開催決定以降、日本
では、同大会の開催を契機に多様な取り組みやイ
ベントが展開・開催されている 1-3）。また、東京
オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員
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会（以下、「大会組織委員会」と略す）は、東京
2020 大会参画プログラム注 1） に延べ 97,464,630 名
が参加したと報告している（2019年12月15日現
在）4）。こうした中で、体育・スポーツを専門と
する大学や専門知識を有する者は、東京 2020 大
会の機会を捉えて如何にしてその役割を担うこと
ができるのだろうか。

体育学研究領域における国内最大の学術研究団
体である日本体育学会は、2015 年に「東京オリ
ンピック・パラリンピックと大学連携」と題する
シンポジウムを開催した。そこでは、東京 2020
大会開催決定を機に、「体育・スポーツへの無関
心やそれらに関わる偏った知識から脱却し、オリ
ンピック・パラリンピックや体育・スポーツに関

する知識がその専門研究機関・教育機関だけでな
く、一般教養、一般体育にわたる横断的な知識の
定着につながること」5）を目指して議論が展開さ
れた。 実際、 東京 2020 大会の招致が成功した
2013年以降、“オリンピック”をキーワードとし
たイベント・シンポジウムの開催に関する学術情
報は増加傾向にあることが、「CiNii Articles」に
おけるキーワード検索調査より明らかである（図
１，図２）。しかしながら、そこには、体育・ス
ポーツ系大学と地方公共団体との東京 2020 大会
に関する連携事業についての学術情報は管見の限
り見られなかった。また、大会組織委員会のホー
ムページに掲載されている参画プログラムの実績
紹介にも、体育・スポーツ系の大学と地方公共団

図１　�「CiNii�Articles」におけるキーワード検索の結果①
キーワード：オリンピック　シンポジウム

図２　�「CiNii�Articles」におけるキーワード検索の結果②
キーワード：オリンピック　イベント
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体によるプログラムはほとんど見られず、その紹
介内容は概要のみであった6, 7）。

開かれた地域社会を志向する東京都多摩市と、
当地に体育学部が所在し地域社会への貢献を図る
学校法人国士舘は、2003（平成 15） 年に基本協
定を締結し、互いに連携して事業を進めてきた。
両者は、2016（平成28）年11月24日には、東京
2020大会に向けた一層の連携強化を図る目的で、
新たに「多摩市と国士舘大学との東京 2020 オリ
ンピック・パラリンピックに向けた取組に関する
連携協定」を締結した。その主たる連携及び協力
内容は、１）オリンピック・パラリンピック・ムー
ブメントの推進及びオリンピック・パラリンピッ
クレガシーの継承、２）東京オリンピック・パラ
リンピックを契機とした健康づくり活動での連
携、３）東京オリンピック・パラリンピックに関
わる教育的分野での連携8, 9）である。

そこで本研究では、国士舘大学と多摩市が大会
組織委員会公認プログラムとして主催した「東京
2020オリンピックに向けた“自転車ロード競技の
魅力に迫る”トークイベントin TAMA 〜世界の
ONEKANオリンピックへの快走」（以下、「トー
クイベント」 と略す）（2019 年３月 16 日（土）、
於パルテノン多摩）を対象に、その成果と課題を
明らかにすること目的とした。

２．研究の方法

（1） トークイベント（トークショー及び特別展）
の開催経緯や内容を整理した。

（2） トークイベント参加者にアンケート調査を実

施し、その結果を分析した（表１）。
（3）本トークイベントの成果と課題を考察した。

３．トークイベント主催の背景

大会組織委員会は、国際自転車競技連合（UCI）
の承認を得て、東京 2020 大会における自転車競
技ロードレースのコースを決定、発表した。武蔵
野の森公園よりスタートし、東京都、神奈川県、
山梨県、静岡県内を通り、富士スピードウェイに
ゴールするコースの総距離は男子約 244km、 女
子約 147km、 獲得標高（スタートからゴールま
での上った標高の合計）は男子約 4,865m、女子
約 2,692m である 10）。この自転車競技ロードレー
スは、 多摩市内において唯一開催されるオリン
ピック競技種目となった。こうした背景から、国
士舘大学と多摩市は、冒頭に述べた連携協定に基
づき、自転車競技ロードレースの魅力や楽しみ方
を多摩市内において発信するトークイベントを開
催することにした。

４．トークイベントの内容

トークイベントは、2019 年３月 16 日（土）の
トークショー及び同16日（土）、17日（日）の特
別展によって構成された（別紙：チラシ参照）。

4.1　トークショーの内容
トークショ ーへの事前申し込み者数は、 定員

250 名のところ 240 名余りであり、 当日には 170
名が参加した。ゲストには、沖美穂氏と土井雪広

表１　アンケート調査：実施方法
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氏の2名を招聘した。沖氏は、2000年シドニー・
2004 年アテネ・2008 年北京夏季オリンピック競
技大会に出場し、 全日本自転車競技選手権大会
11 連覇、日本人女性初のプロ自転車ロードレー
サーとして海外チームにおいても活動経験がある
日本の第一人者である。一方の土井氏は、世界三
大自転車ロードレースの一つであるブエルタ・
ア・エスパーニャ（スペイン）に日本人として初
出場、全日本自転車競技選手権大会優勝、国内最
高峰ツアー「Jプロツアー」のチーム年間総合優
勝へ貢献したトップレーサーである。

トークショーの内容は、多くの人々が自転車や
自転車ロードレースに興味・関心を抱けるよう、
自転車ロードレースの魅力や楽しみ方、多摩市内
のコースの見どころに焦点が当てられた。実際に
展開されたトークの内容は、（表２）の通りであ

る。会場では、配布資料として、多摩市が作成し
た市内の見どころを挿入したマップと自転車ロー
ドレースに関する専門用語集が配布された。

4.2　�トークショーに関するアンケート調査結果
とその分析

（1）参加者の属性
参加者は、女性に比べて男性が多く、65.9%を

占めた（図３）。 年代別では、50 代が最も多く
25.4% であり、40 代〜 70 代の参加者が全体の
85.5%を占めた（図４）。

（2）広報活動の有効性
本トークイベントを知った媒体として最も多

かったのは『たま広報』であり、40%を占めた（図
５）。その次に多かったインターネットは、当初

表２　トークショーの内容
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参加者数が振るわなかったことから、より専門的
な興味・関心のある層へ情報を発信するためにプ
レスリリースサイトを活用したものである。

（3）トークショーに参加した理由
本トークショ ーに参加した理由として最も多

かったのは、「多摩市がオリンピック自転車ロー
ド競技のコースに決まったから」であり、28.1%

図３　参加者の性別比

図４　参加者の年齢層

図５　広報活動の有効性



増本・青柳・田原6

を占めた。その次に多かったのは、「自転車競技
に興味があった」（20.8％）、及び「市内コース付
近に住んでいるから」（20.5％）であった（図６）。

（4）トークショーに対する満足度
本トークショ ーに対する満足度として最も多

かったのは、「満足できた」 であり、56.3% を占
めた。「大変満足できた」とする回答と合わせる

と、全体の97%を占めた（図７）。

（5）トークショー参加後の自転車ロードレース対
する理解度の変化

自転車ロードレース対する理解度の変化として
最も多かったのは、「深まった」であり、55.1%を
占めた。「大いに深まった」とする回答と合わせ
ると、全体の94.2%を占めた（図８）。

図６　トークショーに参加した理由

図７　トークショーに対する満足度

図8　自転車ロードレース対する理解度の変化
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（6）トークショーに参加して印象に残ったこと及び
その他の意見や感想

参加者が本トークショーに参加して印象に残っ
たことを集約・分類し、（表３）に示した。また、

本トークショーに対するその他の意見・感想や、
今後のイベントで話を聞いてみたいアスリート、
競技等々を集約・分類し、（表４）に示した。

表３　トークショーに参加して印象に残ったこと（本人記述のまま）
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表４　その他の意見や感想（本人記述のまま）
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4.3　特別展の内容
特別展は、つぎの事柄を達成することを目指し

て開催された。１）トークショーと同様に、来場
者が自転車や自転車ロードレースに興味・関心を
抱けるようにすること　２）来場者がオリンピッ
ク・パラリンピックムーブメントに興味・関心を

抱けるようにすること　３）国士舘大学及び多摩
市の取り組みを多摩市内において周知すること。

２日間の合計来場者数は延べ318名であり、３
月16日（土）には213名、17日（日）には105名
が来場した。主な展示品は、（表５）に示した。

表５　特別展における展示品の一覧
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4.4　�特別展に関するアンケート調査結果とその
分析

（1）参加者の属性
参加者は、女性に比べて男性が多く、62.3%を

占めた（図９）。年代別では、50代と40代が最も
多くそれぞれ 22.6% であり、40 代〜 70 代の参加
者が全体の75.9%を占めた（図10）。

（2）来場者が興味を抱いた展示物
来場者が興味をもった展示物として最も多かっ

たのは、「聖火リレー： トーチ」 であり、25.8%
を占めた。その次に多かったのは、「多摩市の特
大写真」（15.0%）、及び「自転車ロード競技のパ
ネル」（14.7%）であった（図11）。また、次の機
会に見てみたいと回答した展示品を集約・分類し、

（表６）に示した。

図10　参加者の属性（年代）

図９　参加者の属性（性別）
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表６　次の機会に見てみたい展示品（本人記述のまま）

図11　来場者が興味を抱いた展示物
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（3）来場者が抱いているオリンピック・パラリン
ピックに対するイメージ

来場者が抱いているオリンピック・ パラリン

ピックに対するイメージを集約・分類し、（表７，
表８，表９）に示した。

なお、この設問は、今後、国士舘大学と多摩市

表７　オリンピックに対するイメージ（本人記述のまま）
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がオリンピック・パラリンピックムーブメント及
びオリンピック・パラリンピック教育に焦点を当

てた事業をより活性化させていくために設定した。

表８　パラリンピックに対するイメージ（本人記述のまま）
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（4）オリンピック・ムーブメントに関する知識の
習得環境・時期及び内容など

来場者のオリンピック・ムーブメントに関する
知識の習得環境として最も多かったのは、「学校

で学んだ・聞いた」であり、50.4%を占めた。そ
の次に多かったのは、約 36.2% を占めた「ない」
であった（図12）。

また、オリンピック・パラリンピックについて

図12　オリンピック・ムーブメントに関する知識の習得環境など

表９　パラリンピックに対するイメージにのみ頻出した回答（本人記述のまま）
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学習した人は51.4%で過半数に達していた。その
中で最も多かったのは「小学校」で、約18.7%を

占めた（図13）。学習内容は、（表10）に示した。

表10　オリンピック・パラリンピックに関する学習の内容（本人記述のまま）

図13　オリンピック・パラリンピックについて学習した時期とその内容など
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５．結　論

本研究の目的は、国士舘大学と多摩市が大会組
織委員会公認プログラムとして主催したトークイ
ベントの成果と課題を明らかにすることであっ
た。イベントの内容と参加者に実施したアンケー
ト調査の結果、以下の事柄が明らかになった。

（1）トークショーの成果
トークショーにおいては、アンケート調査結果

より、全体の97%から「大変満足できた」、「満足
できた」とする回答を得られた（図７）。また、全
体の94.2%から、本トークショーに参加したことで
自転車ロードレース対する理解度が「大いに深まっ
た」「深まった」とする回答を得られた（図８）。

参加者がトークショーに参加した最多の理由は
「多摩市がオリンピック自転車ロード競技のコー
スに決まったから」であったが（図６）、トーク
ショーに参加して印象に残ったこととして多かっ
たのは、多摩市のコースに関することや、自転車
やロードレースに関することであった（表３）。

これらのことから、多くの人々が自転車や自転
車ロードレースに興味・関心を抱けるようにする
ことを意図した本トークショーは、自転車ロード
レースの魅力や楽しみ方、多摩市内のコースの見
どころを伝えることで、参加者が求め・期待した
事柄に対して大きく寄与することができたと言え
よう。
「益々オリンピックが楽しみになりました」、

「本番が楽しみです。孫と一緒に応援します」な
どといった回答からは（表３）、東京2020大会へ
向けた気運の高まりを読み取ることができた。

（2）特別展の成果
特別展においては、アンケート調査の結果より、

回答した全ての来場者がいずれかの展示品に興味
を抱いたことが明らかとなった。そこでは、自転
車や自転車ロードレースに関する展示品に留まら
ず、来場者が最も興味を抱いた聖火リレートーチ

なども展示することができた。
これは、日本オリンピック・アカデミー（JOA）

及び日本オリンピック委員会（JOC）との協力に
よるものである。来場者が聖火リレートーチに触
れたり記念撮影をする際には、JOA が作成した
聖火と聖火リレーの歴史などに関するポスターの
内容や、 各トーチに込められたメッセージをス
タッフが紹介した。このことは、オリンピック・
ムーブメントにおける競技以外の側面を来場者に
周知できたという点で大きな成果となった（表５，
図11）。

（3）本トークイベントの成果と課題
大学が地方公共団体と連携したことにより、大

学は従来より有していた広報媒体や地域の人々と
の交流関係を越えたより多くの人々と関わる接点
を得ることができた。このことは、当日の準備・
運営等に携わった学生にとっても貴重な学びの場
ともなり、大変有意義であった。

アンケート調査の結果（表４）においても明ら
かとなったように、本トークイベントは、開催時
間に余裕が無いものとなってしまった。今後は、
参加者からの質問を十分に受け付ける方法を工夫
するとともに、イベント全体のタイムスケジュー
ルを検討していくことが課題となった。

６．おわりに

トークショーにおいて沖氏より発せられた勝敗
や競技を越えた国境を問わない友情やリスペクト
の精神は、今後、オリンピック・パラリンピック
教育を実施・展開していく際の教材として取り上
げることができよう。

東京 2020 大会を契機に、これまでは接点が少
なかった組織間（大学及び地方公共団体内におけ
る部署間の交流も含め）に意見交換や議論、情報
共有などの機会がもてたことは大変有意義であっ
た。こうした事象は、オリンピック・パラリン
ピック競技大会開催がもたらすレガシーと言える
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のではないだろうか。
今後もオリンピック・パラリンピックを単なる

世界的な競技大会としてのみ捉えるのではなく、
多様なムーブメントを起こすことができる契機と
して捉えること、そして、スポーツの教育的な意
義・価値・知識に関する理解や、地域スポーツの
振興や市民の健康増進につながる事業を引き続
き、連携していくことが重要であると考えられる。

注

１）大会組織委員会は2016年10月より、様々な組織・
団体がオリンピック・パラリンピックとつながり
を持ちながら大会に向けた参画・機運醸成・レガ
シー創出に向けたアクションが実施できる仕組み
を構築している。参画プログラムとは、東京2020
大会の大会ビジョンのもと、スポーツだけでなく、
文化芸術や地域での世代を越えた活動、被災地へ
の支援など、参加者自らが体験・行動し、未来に
つなぐプログラムである。大会組織委員会によっ
て認証された組織・団体は、オリンピックおよび
パラリンピックのマークなどを使用することがで
きる。なお、大会組織委員会は、プログラムのテ
ーマとして次の８つを掲げている。１）スポーツ・
健康（楽しく体を動かそう）　２）街づくり（み
んなに優しい都市に）　３）持続可能性（未来に
つなげよう）　４）文化（新しい日本を発見）   ５）
教育（新たな自分を見つけよう）　６）経済・テ
クノロジー（日本の最先端の技術を発信）　７）復
興（今こそ絆を深めよう）　８）オールジャパン
世界への発信（みんなの想いを一つに！）11）（東京
オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員
会，ホームページ）
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チラシ：表面
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チラシ：裏面
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トークショーにて配布・回収したアンケート調査用紙
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特別展にて配布・回収したアンケート調査用紙
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トークショーの様子

特別展の様子


